
農地法の許可申請受付〆切日は毎月１０日です。
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氏　

名　
　
　

担
当
地
区

大
津　

賢
美
（
水
原
３
区
、
釜
谷
、
築
地
）

橋
本　

秀
男
（
清
水
）

郡
司　

勝
美
（
大
賀
、
大
生
）

小
沼　

徂
伸
（
水
原
１
・
２
区
）

辻　
　

慶
壽
（
芝
宿
・
横
須
賀
・
台
上
戸
）

橋
本
き
く
い
（
日
の
出
）

吉
川　

光
一
（
須
賀
、
曲
松
、
小
泉
）

鴇
田　
　

学
（
潮
来
、
あ
や
め
）

笹
本　

孝
之
（
宮
前
）

榊
原　

昭
男
（
新
宮
、
古
高
、
貝
塚
）

秋
永　

三
男
（
大
洲
、
辻
、
江
寺
）

草
野
登
美
雄
（
下
田
）

小
田
倉
善
治
（
東
・
西
区
）

山
口　

幸
男
（
牛
堀
）

森
内　

和
夫
（
堀
之
内
、
茂
木
）

額
賀
藤
重
郎
（
徳
島
、福
島
、米
島
）

久
保
庭
武
彦
（
洲
崎
、
前
川
）

宮
内　
　

章
（
宿
、
古
宿
、
赤
須
）

薄
井　

榮
治
（
永
山
）

兼
原　

昭
一
（
十
番
、
十
四
番
）

潮
来
市
農
業
委
員
会

謹
賀
新
年
今
年
も
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（正月用松　出荷の準備）

（しめ縄　宝船・ごぼう締め）
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新春対談 2009新春対談 2009

潮来市長　柗田千春　　潮来市農業委員会会長　兼原昭一

平
成
21
年
も
幕
を
開
け
、
新
し
い
年
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
春
対
談
と
し
て
、
柗
田
千
春
市
長

と
と
も
に
農
政
を
熱
く
語
り
ま
す
。

柗
田
市
長　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

昨
年
は
、
食
品
偽
装
問
題
や
不
適
正

表
示
問
題
で
揺
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
　
　
　
　

本
年
は
、
農
家
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
明
る
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
う

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

兼
原
会
長　

本
当
に
そ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

今
、
農
薬
を
減
ら
し
た
エ
コ
農
業
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
郷
地
帯
の
特
性

を
活
か
し
た
エ
コ
農
業
に
よ
り
、
潮
来
農

産
品
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
行

き
た
い
で
す
。

柗
田
市
長　

エ
コ
農
業
は
、
私
の
公
約
で
も
あ
り
、

進
め
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
。「
水

郷
」「
あ
や
め
」
と
い
う
潮
来
の
特
色
を

農
業
に
も
活
か
し
、
農
薬
や
化
学
肥
料
に

頼
り
過
ぎ
ず
、
環
境
へ
の
負
荷
を
か
け
な

い
農
業
は
、
消
費
者
が
求
め
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
本
市
も
早
急
に
茨
城
県
へ
、
エ

コ
農
業
開
始
地
区
の
申
請
を
提
出
し
て

行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

兼
原
会
長　

農
業
の
振
興
に
は
、
農
産
物
の
販
路

拡
大
も
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
地
産

地
消
と
し
て
、
学
校
給
食
に
潮
来
の
農
産

物
を
積
極
的
に
使
用
す
る
と
か
。
観
光
客

に
も
、
潮
来
の
農
産
物
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

柗
田
市
長　
「
道
の
駅
い
た
こ
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
最
近
は
、
潮
来
産
米
を
土
産
品
と
し

て
置
い
て
い
る
ホ
テ
ル
も
出
て
き
ま
し

た
。
学
校
給
食
の
お
米
も
、
地
産
地
消
の

観
点
か
ら
全
部
地
元
産
米
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
食
文
化
も
大
事
な
教
育
で
す
。

　
　
　
　
　

ま
た
昨
年
は
、
産
地
競
争
に
勝
ち
抜

く
た
め
に
、
潮
来
産
米

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
市
場
に

お
け
る
評
価
の
底
上
げ

を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
効
果
も
、
徐
々
に

浸
透
す
る
と
思
い
ま
す
。

兼
原
会
長　

担
い
手
の
育
成
で
す

が
、
市
内
に
は
47
名
の

担
い
手
が
い
ま
す
。
ま

た
、
青
年
農
業
者
で
組

織
し
て
い
る
「
潮
来
ア

グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
会
員
19
名
）
が
日
々
、

農
業
経
営
や
地
域
農
業

振
興
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
職
業
と
し
て
、
農
業
が
成
り
立
つ
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
、
親
が
子
に
自
信
を

も
っ
て
農
業
を
継
が
せ
ら
れ
な
い
で
す
。

柗
田
市
長　

私
も
、
後
継
者
を
育
て
る
に
は
、
農

業
を
儲
か
る
職
業
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
認
定
農

家
へ
の
農
地
の
集
積
・
融
資
制
度
等
を
進

め
て
い
ま
す
。
潮
来
市
を
背
負
っ
て
立
つ

若
い
農
業
者
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

兼
原
会
長　

今
、
潮
来
市
内
に
は
約
80
ｈ
ａ
の
耕

作
放
棄
地
が
あ
り
、
こ
の
耕
作
放
棄
地
を

ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
が
大
き
な
問

題
で
す
。

柗
田
市
長　

農
業
人
口
の
減
少
な
ど
も
あ
り
、
今

の
農
家
だ
け
で
は
困
難
だ
と
思
い
ま
す

が
、
潮
来
の
農
業
に
参
入
し
た
い
と
い
う

人
が
現
れ
る
よ
う
、
潮
来
の
農
業
を
魅
力

あ
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

今
後
も
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の

生
産
や
付
加
価
値
の
高
い
、
そ
し
て
何
よ

り
も
、
元
気
な
農
業
を
、
兼
原
会
長
は
じ

め
と
す
る
農
業
委
員
の
皆
様
、
農
業
に
従

事
さ
れ
る
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
な
が
ら
、
農
業
の
振
興
に
、
さ
ら
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

兼
原
会
長　

市
長
の
農
業
へ
の
思
い
は
熱
い
も
の

を
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
農
業
委
員
会
と
し

ま
し
て
も
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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耕作放棄地全体調査を行いました。耕作放棄地全体調査を行いました。

　農地は、国民に食料を供給するための基礎的な生産要素であるとともに、農業者にとっては極めて

重要な経営基盤です。しかしながら、近年、農業者の減少・高齢化の進行により、耕作放棄地が増加し、

全国では 38.6 万 ha（2005 年農業センサス）となっています。

※　農地として復元して利用することが不可能な土地に該当する場合は、農業委員会から所有者にご連絡いたします。

　　詳細につきましては農業委員会へ問い合わせお願いします。

今回行った調査は
 ①市内における耕作放棄地の状況を１筆ごとに把握し、
 ②耕作放棄地解消計画の円滑な実施に役立てる
ために実施したものです。

全体調査の結果は下記のとおりです。
 ①農地として直ちに利用できる土地 27.8ha
 ②基盤整備等を実施して利用すべき土地 42.6ha 
 ③農地として復元して利用することが不可能な土地 9.6ha
全体では 80ha でした。

今年もきれいに花を咲かせました。

　農業委員会では、いたこ道の駅北側の道路沿い約 2,000 ㎡

に遊休農地解消事業の一環として、景観形成委員会が中心と

なって、平成 17 年から、「コスモス」と「菜の花」の作付け

を行っています。「コスモス」は７月から秋口、「菜の花」は

12 月から春先まできれいな花を咲かせます。今年も見事な

花が咲きましたのでぜひご覧になって下さい

景観形成委員会

　

こ
の
度
は
か
ら
ず
も
私
が
茨
城
県
の
女
性
農
業
委

員
の
会
会
長
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
恐
縮
に

存
じ
ま
す
。
83
歳
と
い
う
年
齢
を
数
え
若
者
に
混
じ
っ

て
意
見
を
申
上
げ
る
機
会
を
頂
き
大
変
有
り
が
た
い

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
共
は
水
郷
と
い
う
観
光
地
で
日
本
で
も
有
名
な

場
所
に
住
ん
で
お
り
ま
す
が
、
農
民
の
生
活
は
大
変
な

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
私
共
の
時
代
に
土
地
改
良
を
進

め
、
優
良
農
地
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

水
田
に
行
く
の
に
サ
ッ
パ
船
に
牛
を
積
ん
で
行
き
、

嫁
に
行
く
時
も
船
で
行
く
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
水
路
が
道
路
に
変
わ
り
人
並
み
の
生
活
が
で
き
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

　

単
作
地
帯
で
す
の
で
、
減
反
政
策
に
悩
ま
さ
れ
、
又
、

担
い
手
の
確
保
に
大
変
苦
労
さ
れ
、
そ
し
て
米
価
安
と

農
機
具
等
の
高
騰
な
ど
苦
労
の
連
続
で
す
。

　

農
業
経
営
に
は
今
後
も
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

日
本
の
農
業
を
守
る
こ
と
、
そ
し
て
外
国
産
の
野
菜
に

頼
ら
ず
国
産
品
を
振
興
す
る
為
、
農
家
の
皆
様
の
先
頭

に
立
っ
て
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の  

会
会
長
就
任
に
際
し

　

　

潮
来
市
農
業
委
員

 

橋
本
き
く
い

（菜の花）

（耕作を放棄された畑）
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今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
物
理
学
賞
の

南
部
陽
一
郎
・
米
シ
カ
ゴ
大
名
誉
教
授
、

益
川
敏
英
・
京
都
産
業
大
教
授
、
小
林
誠
・

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
名
誉
教

授
、化
学
賞
の
下
村
脩
・
元
米
ウ
ッ
ズ
ホ
ー

ル
海
洋
生
物
研
究
所
上
席
研
究
員
の
４
名

の
日
本
人
研
究
者
が
同
時
に
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
金
融
危
機
、
世
界
恐
慌
へ

の
兆
し
、
食
品
偽
装
等
様
々
な
偽
装
と
粉

飾
に
ま
み
れ
て
い
る
昨
今
の
世
相
に
、
一

条
の
光
が
差
し
た
吉
報
で
し
た
。

　

農
業
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
農
業
は
地
道
な
努
力
が
最
後

は
実
を
結
ぶ
も
の
で
す
。
農
業
生
産
法
人

の
有
限
会
社
シ
ャ
リ
ー（
茨
城
県
五
霞
町
）

と
道
の
駅
こ
も
ち
（
群
馬
県
渋
川
市
）
の

農
業
委
員
会
全
体
研
修
会
で
は
、
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
・
柔
軟
な
発
想
の
大
事

な
点
を
様
々
な
視
点
か
ら
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
の
参
加
者

17
名
も
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
で
自
分
た
ち

で
活
用
出
来
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
仕
事

に
活
か
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
道
の
駅
こ
も
ち
は
約
７
億
円
の

売
り
上
げ
が
あ
り
、
潮
来
市
の
道
の
駅
と

同
等
程
度
の
売
り
上
げ
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
新
鮮
な
商
品

（
農
産
物
を
含
む
）
が
置
い
て
あ
り
、
商

品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
聞
き
、

勉
強
に
な
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
農
業
を
続
け
て
い
く
上
で
有
意
義

な
研
修
会
で
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
出

来
る
限
り
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

全
体
研
修
に
参
加
し
て

潮
来
市
農
業
委
員
会　

橋 

本　

秀 

男

行
方
地
域
協
議
会
研
修
会
を
と
お
し
て

農
地
部
会　

大 

津　

賢 

美

（㈲シャリーにて）

（研修風景）

　

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
全
体
研

修
会
が
、
11
月
25
日
行
方
市
「
北
浦
公
民

館
」
に
お
い
て
、
行
方
市
・
潮
来
市
の
農

業
委
員
約
50
名
が
一
堂
に
会
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
農
業
委
員
会
の
上
部

組
織
で
あ
る
全
国
農
業
会
議
よ
り
、
事
務

局
長
代
理
兼
農
地
・
組
織
対
策
部
長
柚
木

茂
夫
氏
を
お
迎
え
し
て
の
、「
今
後
の
農

政
を
め
ぐ
る
情
勢
と
農
業
委
員
会
の
役

割
」
と
題
し
て
の
講
演
で
し
た
。

　

講
演
で
は
、
現
在
の
農
業
を
取
巻
く
情

勢
と
し
て
、Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
農
業
交
渉
を
含
む
）、

国
際
的
な
経
済
状
況
、
国
内
農
業
の
担
い

手
、
農
地
の
集
積
及
び
遊
休
農
地
の
問
題
、

地
方
分
権
、
三
位
一
体
改
革
な
ど
幅
広
い

分
野
に
及
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
農
業
政
策
の
見
直
し
に

話
が
進
み
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に

農
政
改
革
と
農
地
政
策
の
見
直
し
と
し
て

　

①
農
振
農
用
地
区
域
内
の
耕
作
放
棄
地

　
　

解
消
計
画

　

②
土
地
（
農
地
）
持
ち
非
農
家
の
増
加
、

　
　

そ
の
原
因
と
対
策

　

③
農
地
制
度
、
政
策
の
見
直
し

　

④
新
た
な
農
地
政
策
の
確
立

に
関
す
る
提
言
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
伺
う
こ

と
が
で
き
、
意
義
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　

又
、
農
業
委
員
と
し
て
の
性
格
と
本
来

の
役
割
に
つ
い
て
の
中
で
は
、
や
は
り
優

良
農
地
の
確
保
、
農
業
担
い
手
の
育
成
・

確
保
な
ど
、
ど
こ
で
も
抱
え
る
大
き
な
問

題
へ
の
対
応
が
期
待
さ
れ
て
お
り
地
域
農

業
の
発
展
を
基
本
に
、
農
業
委
員
会
も
今

後
労
を
惜
し
ま
ず
活
動
し
て
い
き
た
い
と

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
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10月１日から改正残土条例が施行されました。
　潮来市では、近年増加している無許可で建設残土を埋立てする事案や農地への違反埋立てを規制強
化するため、「潮来市土砂等による土地の埋立て等の規則に関する条例」を全面的に改正しました。農
地に関係する改正点は下記のとおりです。

１． 米づくりに対する政策的な支援について
２． 遊休農地の解消に向けた支援について
３． 担い手・経営政策に関して
４． 認定農業者等の育成支援について
５． 燃油、肥料価格の高騰に係る農家支援について
６． 農業委員会の運営について

要望事項は次のとおりです。

　平成 20年 11 月 25 日、潮来市農業委員会は、柗田千春市長と
加藤政司議長へ「平成 21年度潮来市農林施策に関する建議」を
提出しました。
　この要望書は農業委員会等に関する法律第６条第３項に基づく
もので、地域の農業者の意見、要望を取りまとめ、農業者の代表
である農業委員より、市長、議長へ提出するものです。

■農地法第４条・第５条の許可に係る埋立てについて、条例が適用されます。

　これまで農地法第４条・第５条に係る埋立て（市街化調整区域内の農地の埋立て）については、
適用除外とされていましたが、今回の改正により条例が適用されます。
　ただし、市街化調整区域内の農地で、他法令の許可を受けている場合は適用除外となるケースが
ありますので、申請をする場合は事前に環境課まで問い合わせて下さい。
■土地の埋立て等の適用面積
　300 ㎡以上が適用となりました。
■土壌検査の義務化

　土砂の基準を設けて、基準に適合しない土砂による埋立て等の行為を禁止し、搬入土砂の検査義
務を設けました。
■土地の埋立て等の高さについての規制

　たい積の高さ２ｍまで。
　隣地境界との段差 0.5 ｍ未満（やむを得なく、かつ、安全性が認められるときは 10ｍを限度
■罰則
　違反者には２年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金

適用する範囲 備 　 考

適用面積 面積 300 ㎡以上～ 5000 ㎡未満

農地法第４条・第５
条の許可に係る埋立
て（農地転用許可）

適用 ・農地法
・調整区域内農地
・他法令の許可を受けてない場合

農地改良届出による
埋立て

適用除外 ・建設残土での埋立て不可

【お問合せ】潮来市環境課６３－１１１１（内線２５１～２５３）

（柗田市長へ要望書を提出）

（加藤議長へ要望書を提出）

土地の埋立て等の許可関係
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　平成 20 年 11 月 20 日、香取市扇島開花亭において、潮来市
議会と潮来市農業委員会の意見交換会が行われました。この、
意見交換会は潮来市の農業の現状について議会に対し農業委員
会の代表者が説明し、説明された問題についてお互いに解決策
を考えて行こうということで農業委員会から議会へ申し入れた
ものです。
　当日は進行役として農業委員会から橋本（き）委員、議会側
から小沼議員の両名が選ばれ、農業問題につい活発な意見交換
がなされました。
　初めての意見交換会でしたが、議会、農業委員会とも農業問
題についてお互いに認識を深めることができました。

潮来市議会と農業委員会の意見交換会が行われました。潮来市議会と農業委員会の意見交換会が行われました。

農業委員・認定農業者合同研修会並びに意見交換会が行われました。農業委員・認定農業者合同研修会並びに意見交換会が行われました。

　平成 20 年 11 月 18 日農業委員会と認定農業者との合同研修
会・意見交換会がおこなわれました。
　合同研修会では税理士村上利夫氏による農業の青色申告に
ついての講演が行われ、農業経営における税務対策の重要性を
大変分かりやすく説明いただきました。又、研修終了後の意見
交換会においては、農業委員会兼原会長を座長に様々な農業問
題、特に米づくりと生産調整のかかわりなどを論点に活発な討
論がなされ、大変有意義な意見交換会となりました。

潮来市認定農業者連絡協議会
会長　飯田和男

詳しくは、農業委員会事務局または
お近くのＪＡへご相談ください。

◎農業委員会事務局　☎ ６３－１１１１

◎ＪＡなめがた潮来　☎ ６３－１２３４

◎ＪＡなめがた牛堀　☎ ６４－２４１１

農政の動きを知り経営また、くらしに役立つ
情報を週刊でお届けする「全国農業新聞」。

◯地方版で身近なニュースもお伝えしています。
◯毎週金曜日発行 ◯購読料　月額６００円（税込）
◯発行所：全国農業会議所
◯購読申込みは潮来市農業委員会事務局まで

全国農業新聞とは
　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委
員会系統組織が農業者の立場に立って編集・発行して
いる“農家のための情報紙”です。
　創刊から５０年を経て、いまや文字通り“農業者必
読の農政専門紙”としてご好評をいただいております。
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「
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
」
の

「
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
」
の

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

潮
来
市
大
規
模
稲
作
研
究
会
（
会
員
数
42
名
）

で
は
平
成
17
年
か
ら
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
の
生
産

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
「
潮
来
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
し
て

販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
３
月
新
た
に
「
潮

来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
商
標
登
録
し
ま
し
た
。

牛
ふ
ん
堆
肥
の
利
用
な
ど
の
栽
培
基
準
を
統
一
し
、

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
と
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
証

を
受
け
て
い
ま
す
。

「
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
」
は
う
ま
み
を
示
す
食

味
値
に
よ
っ
て
75
〜
79
の
「
は
ち
ゃ
き
娘
」、
80
〜

84
の
「
ふ
っ
く
ら
娘
」、
85
以
上
の
「
箱
入
り
娘
」

の
３
製
品
に
分
か
れ
て
お
り
、
ふ
る
い
目
１
・
９

ミ
リ
以
上
の
大
粒
の
美
味
し
い
お
米
、
環
境
に
や

さ
し
い
お
米
と
し
て
20
年
度
は
「
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ

ん
」
ブ
ラ
ン
ド
米
検
査
数
量
１
５
０
０
俵
の
内
、

Ｊ
Ａ
な
め
が
た
に
６
５
０
俵
を
出
荷
し
、
残
り
の

俵
数
に
つ
い
て
は
会
員
の
強
い
希
望
に
よ
り
、
独

自
に
販
売
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
潮
来
の
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し

て
消
費
宣
伝
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
め
、
消
費
者
へ
の

美
味
し
さ
の
浸
透
と

知
名
度
ア
ッ
プ
に
努
め

て
お
り
、
今
年
度
は
都

内
の
米
穀
店
や
市
内
の

ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
を

強
化
し
、
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

水
郷
潮
来
の
ブ
ラ
ン

ド
米
で
あ
る
「
潮
来
あ

や
め
ち
ゃ
ん
」
が
よ
り

多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ

る
よ
う
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

潮
来
市
大
規
模
稲
作
研
究
会

会
長　

森
内　

泰
男

◎今回提出して頂く選挙人名簿登載申請書は来年（平成 22 年）予定されている農業委員選挙◎今回提出して頂く選挙人名簿登載申請書は来年（平成 22 年）予定されている農業委員選挙
　の選挙資格の対象となります。　の選挙資格の対象となります。

　農業委員会選挙人名簿は、農家の皆様から提出して頂いた選挙人名簿登載申請書を基に毎　農業委員会選挙人名簿は、農家の皆様から提出して頂いた選挙人名簿登載申請書を基に毎
年１月１日を基準日として作成しています。年１月１日を基準日として作成しています。
　選挙人名簿申請書は、各地区の農家班長さんを通して配布します。平成21年１月１日現在で、　選挙人名簿申請書は、各地区の農家班長さんを通して配布します。平成21年１月１日現在で、
下記の要件を満たす方は、申請書に正しく記入し農家班長さんへ提出して下さい。下記の要件を満たす方は、申請書に正しく記入し農家班長さんへ提出して下さい。
※農家班に未加入の方は１月９日までに農業委員会へ申請書の提出をお願いします。※農家班に未加入の方は１月９日までに農業委員会へ申請書の提出をお願いします。

＜要　件＞＜要　件＞平成 21 年１月１日現在で、潮来市内に住所を有し、下記の要件を満たす満平成 21 年１月１日現在で、潮来市内に住所を有し、下記の要件を満たす満　　
　　　　　　　　　　　　  20 歳以上（平成１年４月１日以前出生）の方が要件となります。  20 歳以上（平成１年４月１日以前出生）の方が要件となります。

　① 10a 以上の農地を耕作する農家の経営者で、年間 60 日以上の耕作に従事する方　① 10a 以上の農地を耕作する農家の経営者で、年間 60 日以上の耕作に従事する方
　② 10a 以上の農地を耕作する農家に同居する親族又は、その配偶者で、年間 60 日以上の耕　② 10a 以上の農地を耕作する農家に同居する親族又は、その配偶者で、年間 60 日以上の耕
　　 作に従事する方　　 作に従事する方

【お問合せ先】潮来市農業委員会　☎0299-63-1111（内線 271・273）【お問合せ先】潮来市農業委員会　☎0299-63-1111（内線 271・273）

《農業委員会委員選挙人名簿申請書の提出を》《農業委員会委員選挙人名簿申請書の提出を》

コ
ス
モ
ス
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
の
花
が
満
開
の
中
、
10
月
11
日
（
土
）

上
戸
地
区
上
戸
川
コ
ス
モ
ス
団
地
で
今
年
も
コ
ス

モ
ス
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
た
く
さ

ん
の
地
元
農
家
と
観
光
客
の
方
々
が
訪
れ
、
色
と

り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
団
地
の
中
で
は
、
Ｊ
Ａ
な
め
が
た
外

各
農
業
団
体
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

様
々
な
団
体
が
地
元
物
産
の
提
供
・
販
売
を
行

い
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
で
は
コ
ス
モ
ス
祭
り
で
、

毎
年
「
餅
」
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
「
つ
き
た
て
の
餅
」
を
提
供
す
る
た
め
、
初
め

て
会
場
近
く
の
潮
来
ふ
る
さ
と
館
で
餅
つ
き
を
行

い
ま
し
た
。
餅
は
全
部
で
１
俵
、
雑
煮
餅
と
き
な

粉
餅
約
５
０
０
人
分
で
す
。「
つ
き
た
て
の
餅
」
は

潮
来
ふ
る
さ
と
館
か
ら
約
１
０
０
ｍ
離
れ
た
堤
防

上
の
テ
ン
ト
で
提
供
し
ま
し
た
。
大
変
好
評
で
テ

ン
ト
の
前
に
は
長
い
行
列
が
で
き
餅
は
飛
ぶ
よ
う

に
な
く
な
り
ま
し
た
。

（潮来あやめちゃん）

（コスモス祭り会場）
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何
事
も
信
用
で
き
な
い
と
い
う
社
会

現
象
が
こ
こ
数
年
群
発
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
素
直
に
信
頼
す
る
の
が
難
し

く
な
っ
た
。
数
え
上
げ
た
ら
キ
リ
が
な

い
が
強
度
耐
震
偽
装
か
ら
始
ま
り
、
年

金
不
信
・
振
り
込
め
詐
欺
・
食
料
品
の

偽
装
表
示
、
異
物
混
入
等
、
最
後
に
事

故
米
の
偽
装
問
題
で
あ
る
。
世
の
中
が

ど
ん
ど
ん
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
、

規
制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
リ
ス
ク
を
背

負
っ
て
生
き
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
不
信
社
会
が
農
村
地
帯
に
も
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
。
企
業
が
効
率
と
儲
け
だ

け
を
求
め
た
結
果
で
あ
り
、
消
費
者
ば

か
り
で
な
く
主
食
で
あ
る
米
の
生
産
者

に
対
し
て
も
背
任
行
為
で
あ
る
。
た
だ

救
わ
れ
る
の
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業

問
題
や
食
料
問
題
等
が
メ
デ
ィ
ア
等
で

取
り
上
げ
ら
れ
世
界
的
な
食
料
危
機
を

背
景
に
国
民
の
間
に
食
料
自
給
率
の

向
上
と
か
安
心
、
安
全
の
地
産
、
地

消
、
身
近
な
直
売
所
の
充
実
、
食
品
マ

イ
レ
ー
ジ
等
の
言
葉
で
国
内
農
業
、
身

近
な
食
料
品
を
見
直
す
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

不
信
社
会
の
中
に
あ
っ
て
も
安
心
、

安
全
と
い
う
言
葉
を
再
認
識
し
、
疑
心

暗
鬼
に
な
り
が
ち
な
考
え
を
食
と
農
が

一
体
と
な
り
、
農
業
の
安
定
化
と
優
良

農
地
の
確
保
に
向
け
た
一
年
で
あ
り
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
秋
永
）

委

員

長  　

辻　
　
　

慶　

壽

副
委
員
長  　

郡　

司　

勝　

美

委　
　

員  　

宮　

内　
　
　

章

委　
　

員  　

草　

野　

登
美
雄

委　
　

員  　

鴇　

田　
　
　

学

委　
　

員  　

吉　

川　

光　

一

委　
　

員  　

橋　

本　

秀　

男

◇

広

報

委

員

会

◇

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分
）

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分
）

8
月
6
日

平
成
20
年
度
農
作
業
標
準
賃

金
（
臨
時
）
協
議
会

7
日

茨
城
県
農
業
会
議
定
例
総
会

（
水
戸
市
）

農
業
委
員
会
会
長
・
局
長
会
議

（
水
戸
市
）

8
日

な
め
が
た
農
業
協
同
組
合
合

併
20
周
年
記
念
式
典

18
日

農
地
部
会

19
日
「
い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員

の
会
」
定
例
総
会
（
水
戸
市
）

常
任
会
議
員
・
女
性
農
業
委
員

視
察
研
修
会
〜
20
日
（
東
京
都
）

23
日

水
郷
潮
来
花
火
大
会

25
日

８
月
定
例
総
会

9
月
11
日

耕
作
放
棄
地
調
査
〜
10
月
25
日

18
日

農
地
部
会

21
日

潮
来
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
潮
来

あ
や
め
ち
ゃ
ん
」
披
露
宴

23
日

潮
来
市
戦
没
者
慰
霊
祭

25
日

９
月
定
例
総
会

26
日
「
平
成
21
年
度
国
・
県
農
業

施
策
」
の
県
知
事
へ
の
要
望

書
提
出
（
水
戸
市
）

29
日
「
全
国
農
業
新
聞
」・「
農
業
者

年
金
」
普
及
推
進
〜
11
月
17
日

10
月
1
日

行
方
地
域
協
議
会
視
察
研
修

会
（
福
島
県
）
〜
２
日

3
日

農
業
委
員
会
会
長
・
事
務
局

長
会
議
（
水
戸
市
）

9
日

女
性
農
業
委
員
等
農
業
者
年

金
研
修
会
（
群
馬
県
）
〜
10
日

12
日

コ
ス
モ
ス
祭
り
（
餅
つ
き
）

18
日

潮
来
市
青
少
年
の
つ
ど
い

20
日

農
地
部
会
、
農
政
部
会
、
広

報
委
員
会

27
日

10
月
定
例
総
会

農
業
委
員
会
全
体
研
修
会

（
群
馬
県
）
〜
28
日

11
月
8
日

国
民
文
化
祭

18
日

農
地
部
会
、
農
政
部
会
、
広

報
委
員
会

農
政
部
会
並
び
に
認
定
農
業
者

合
同
研
修
会
及
び
意
見
交
換
会

20
日

市
議
会
議
員
並
び
に
農
業
委

員
意
見
交
換
会

25
日

11
月
定
例
総
会
、
運
営
委
員
会

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
の
要

望
書
提
出

行
方
地
域
協
議
会
全
体
研
修

会
（
行
方
市
）

12
月
2
日

買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ
く
り

研
修
会

3
日

茨
城
県
選
出
衆
・
参
国
会
議

員
へ
の
要
請
集
会（
東
京
都
）

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表

者
集
会
（
東
京
都
）

17
日

農
地
部
会
、
広
報
委
員
会

22
日

潮
来
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会

12
月
定
例
総
会

1
月
5
日

御
用
始
め

選
挙
人
名
簿
受
付
（
5
日
〜

9
日
）

19
日

農
地
部
会

26
日

１
月
総
会

身　近　な　話　題

事事  

業業  

予予  

定
（
平
成

定
（
平
成
2121
年
）
年
）

米
粉
使
っ
た
商
品
が
好
評
で
す
。

健
康
食
材
と
し
て
ま
こ
も
た
け
を

　

道
の
駅
い
た
こ
で
は
、
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
前

か
ら
米
ど
こ
ろ
潮
来
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
米
粉
を

使
用
し
た
商
品
開
発
を
創
案
。
オ
ー
プ
ン
と
同

時
に
お
菓
子
工
房
「
虹
工
房
」
で
「
ど
ら
焼
き
」

を
売
り
出
し
好
評
を
得
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０

０
４
年
か
ら
は
米
粉
商
品
と
し
て
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
の
販
売
を
開
始
、
現
在
で
は
夢
工
房
の
主
力

商
品
に
成
長
し
て
い

る
。

　

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
は

も
っ
ち
り
し
た
生
地

が
人
気
で
す
。
プ
レ
ー

ン
・
抹
茶
の
他
に
あ

や
め
時
期
限
定
で
あ

や
め
ロ
ー
ル
（
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
味
）
も
販
売
。

贈
答
用
と
し
て
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
こ
も
は
繊
維
質
や
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
リ
ウ
ム
を
含
み
、
古
く
か
ら
良
質

な
天
然
食
材
と
し
て
食
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
道

の
駅
い
た
こ
で
は
、「
虹

工
房
」
で
の
ま
こ
も
モ

ナ
カ
ア
イ
ス
・
ま
こ
も

ジ
ェ
ラ
ー
ド
、
お
ふ
く

ろ
亭
で
の
酢
豚
・
き
ん

ぴ
ら
、
新
鮮
市
場
「
伊

太
郎
」
で
の
生
の
ま
こ

も
た
け
の
販
売
な
ど

様
々
な
形
で
消
費
者
の

皆
様
に
ま
こ
も
た
け
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

（まこもだけ） （ロールケーキ）


